
 

 

 

 

 

 

 今年度の授業力アップ大作戦の第1弾は「ベルスタート」でした。どの学年も予鈴が鳴ると、

さっと教室に戻り、始まりのチャイムと同時に「起立」と号令がかかります。休み時間と授

業の切り替えが素晴らしいです。 

5 月 2９日（月）からは第 2 弾 「聴くこと」に取り組んでいます。学ぶことで最も大切な

行為は「聴くこと」です。先生や友だちの話を聴くことによって、いろんな考えを自分の中

に取り込み、多面的・多角的に考えられるようになります。6 月全校集会では「聴くこと」

の良さを実感してもらうため、ペアで自己紹介をしながら、意図的に「聴く」と「聴かない」

の態度をとり、どんなふうに感じるのか実験をしました。みんなの感想は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

相手の話を聴くことは、話している人のことを大切に思っている証拠です。「聴く」は学

びにつながるだけでなく、思いやりの第一歩となります。  

聴くことで、学びが深まり、友だちとの信頼関係も深まります。大切にしたいですね。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小松市立犬丸小学校 

校長  東森 敬子 

令和５年６月１６日 

No．４ 
 

 

「聴く」は思いやりの第一歩 

令和 5 年度 運動会 10 月 8 日(日)開催 

4 月の総会資料で、運動会は 10 月 7 日(土)とお知らせいたしましたが、航空祭と同日であることが分か

りました。本校の上空は飛行ルートになっており、大きな音で放送や音楽が聞こえなくなることが予想さ

れます。そこで、PTA 理事会にて協議し、子ども達の力が演技や競技に最大に発揮されるよう運動会の開

催日を 10月 8日(日)に変更することにしました。詳しい日程や内容については近くなりましたらお知ら

せします。ご了承いただきますようお願いいたします。 

相手が聴いている時 

「うれしい」「明るくなる」

「もっと話したい」「楽しい」 

相手が聴かない時 

「悲しくなった」「傷ついた」 

「聴いてよ、と思った」 

「イラっとした」 

友だちの説

明に反応し

ながら聴き

ます。 

発表してい

る友だちの

方におへそ

を向けて、

最後まで聴

きます。 


